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マダ ラチ ョ ウ の 訪 花 活動 に つい て 
O 温室 内 に お ける 花 の 色 に 対す る 選好 性 , 日 周 活動 と 環境 条件 
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Abstract The flower visiting activities of Idea leuconoe, Ideopsis similis and Anosia genutia 
(Lepidoptera, Danaidae) to artificial flowers were observed in the butterfly house. The flower 
visiting activities of I leuconoe showed two peaks in the morning and afternoon. Their 
activities were depressed by environmental factors. The preference to color was concentrated in 
red and pink. In Z similis, the flower visiting activities showed a unimodal peak from 11 : 00 
to 11:30. The color preference was yellow but flower visiting activities were recognized in 
other colors. The flower visiting activities of A. genutia peaked from 11:30 to 12:00 but 
sometimes the butterflies visited flowers in the afternoon. The preference on color was yellow 
and red. 


Key words Danaidae, preference to color, daily activity, environmental factors. 


は じ め に 


マダ ラチ ョ ウ 科 の チョ ツウ は 全 世 界 の 熱帯 , 亜熱帯 に 広く 分 布 し , 日 本 で は 主 に 南西 諸島 以 南 に 分 布 し 
TWH. これ ら の チョ ウ は 体内 に 有毒 物質 を 蓄積 し . 鳥 な どの 天敵 か ら の 捕食 か ら 免 れん る こと が で き 
る た め , その 飛翔 は 緩やか で ある . 近年 , 各地 に 放 蝶 温室 を 備え を た 昆虫 館 が 建設 され て いる が , 緩 や 
か に 飛翔 する マダ ラチ ョ ウツ 類 は , 温室 の よう な 閉鎖 空間 に 適し て お り , 各地 の 昆虫 館 で , 生態 展示 の 
中 心 的 な チョ ウ に な っ て いる (GRA, 1997). 


昆虫 館 の マダ ラチ ョ ウ は , ほとん ど が 名 施 設 で 飼育 , 羽化 させ た も の で あり , これ ら の チョ ウ は 温室 
内 に 十分 な 蜜源 を 用 意 し , で きる だ け 長 生き させ る こと が 望ま し い . と ころ が , BACH, Far 
の 個体 数 に 比べ て 蜜源 と な る 吸 蜜 植物 の 量 が 少な く , 造花 を 利用 し た 吸 蜜 皿 な ど を 用 意 し て , 吸 蜜 植 
物 の 不足 を 補っ て いる . その た め , これ ら の チョ ウ の 訪 花 行動 を 知る こと は , 生態 展示 を 行なう 上 で 
重要 な こと で ある . 


これ まで に マダ ラチ ョ ウ 類 の 訪 花 行動 に つい て 多く の 報告 が ある (石島 , 1996 な ど ). し か し , それ ら 
は 断片 的 な 観察 例 が ほとん ど で あ り , 日 周 活動 や , 環境 条件 と の 関係 に つい て 調べ られ た も の は ほ と 
ん ど な い . また , チョ ツウ の 訪 花 活動 は , 花 の 構造 , 色 , 化学 成分 , 分 布 , 開花 時 期 な どき さま ざま な 要 
因 に よっ て 決定 され て お り , 野外 で 訪 花 活動 の 多い 花 の 色 が , 必ず し も チョ ウ に 好ま れる 色 と は 限ら 
な い . そこ で , 筆者 ら は 足立 区 生物 園 の 放 蝶 温 室 に お いて , 造花 を 利用 し て , オオ ゴマ ダラ , Vay 
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キュ ウ ア サギ マダ ラ , スジ グロ カバ マダ ラ の 花 の 色 に 対す る 選好 性 と 日 周 活動 、 そし て 環境 条件 と の 
関係 に つい て 実験 を 行なっ た の で その 結果 を 報告 する . 


材料 お よび 方 法 


オオ ゴマ ダラ , リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ ,、 ス ジグ ロカ バ マ グラ は , いずれ も 沖縄 県 石垣 島 で 採集 し 
た メス か ら 採 卵 し , 足立 区 生物 園 で 累代 飼育 し た も の で ある . 実験 当日 の 各 マ ダラ チョ ウ の 推定 個体 
数 は , オオ ゴマ ダラ 約 20 頭 . リ ュ ウ キュ ウ ア サギ マダ ラ 約 35 頭 , ス ジグ ロカ バ マ ダラ 約 BCH 
る . 


造花 は プラ スチ ッ ク 繊 維 布 製 の も の で 直径 約 7cm、 ハ イビス カス の 花 を モデ ル と し た も の で , 色 は 赤 
(マン セル 記号 。 6.0R4.5/13.5), 桃色 (マン セル 記号 , 0.5RP7.0/12.0), 黄色 (マン セル 記号 , 7.$Y9/12. 
0), 青 (マン セル 記号 , 5.5PB3.5/11.0) すみ れ (マン セル 記号 , 3.0P2.5/8.0), 白 (マン セル 記号 , 
10RP9/2.0) の も の を 利用 し た . これ ら の 造花 は 吸 密 液 を 入れ た フィ ルム ケー ス に 安全 ピン で 固定 し , 
園芸 用 支柱 と 針金 で 作っ た 直径 約 40 cm の 輪 の 上 に , 各色 が 対角線 上 に 位置 する よう に 配置 し た 
(Fig. 1). 吸 密 液 は ポカ リス エッ ト を 利用 し , チョ ウッ の 吸 密 行為 を 助け る た め に , 造花 の 中 心 に あっ 
ERE, ティッ シュ ペー パー を 通し た . 


実験 場所 と な っ た 足立 区 生物 園 の 温室 は 東西 約 16 m, 南北 約 30m, 高き 最大 15 m の 空間 で ある . 温 
室内 に は ビ ロ ウ , へ ゴブ な どの 熱帯 植物 が 植 栽 され , 南西 諸島 の 森林 の 環境 が 再現 きれ て いる . 


実験 は 1998 年 7 月 31 日 , 5 時 か ら 18 時 30 分 まで 行っ た . この 間 , 温室 の 環境 条件 と し て 照度 , 気 
温 , WPA (温度 計 の アル コー ル 球 部 分 を 黒い ビニ ー ル テー プ で 覆っ た も の を 日 向 に 置く ) を 30 分 間 
隔 で 測定 し た . 照度 測定 に は , 50,000 Ix 以下 の 場合 は 共立 電気 計器 の 光電 池 照 度 計 model5200, 50,000 
lx を 越え を た と き は セコ ニッ クス タ ジ オ デラ ックス II model L-398M を 使用 し た . な お , この 日 の 東京 
地方 の 日 の 出 は 4 時 48 分 , 日 没 は 18 時 47 分 だ っ た . 


結果 
温室 内 の 環境 条件 


この 日 は 朝方 か ら 曇 り 時 々 晴れ の 天候 が 続き , 時 間 の 経過 と と も に 照度 や 還 射 熱 が 急激 に 上 昇 す る よ 
うな 条件 に は な ら な か っ た . 午前 中 は 雲 が 切れ る と 照度 が 上 昇 し , 雲 が 厚く な る と 照度 が 下降 する と 
いう 経過 を 何 度 か 繰り 返し た . 11 時 30 分 か ら 14 時 まで は 晴れ 間 が 広がっ た た め 照 度 が 急激 に 上 昇 し , 
常時 50,000 Ix を 超え た . これ に と も な い , 気温 , WAAC LAU. 14 時 以後 は , 再び 雲 が 広 が 
り は じ め , 15 時 ご どろ 日 が 差し た 以外 は 曇り の 状態 が 続き , 照度 , 気温 , PERL PRL. 18 時 
30 分 , 照度 が 15 lx まで 低下 し た た め , この 日 の 観察 を 終了 し た (Fig. 8). 


オオ ゴマ ダラ 


オオ ゴマ ダラ は この 日 の 観察 時 間 帯 に 56 回 の 造花 へ の 訪 花 を 観察 する こと が で きた . 推定 1 個体 当 
た り の 飛来 回 数 ( 訪 花 回 数 / 推 定 個体 数 ) は 2.80 回 で ある . 訪 花 活動 は , 観察 開始 直後 か ら 赤 と 桃色 
を 中 心 に 始ま っ た . 7 時 か ら 8 時 の 間 は 一 時 的 に 途切れ た も の の , 時 間 の 経過 と と も に 訪 花 回 数 は 増 
DOL, 8 時 30 分 か ら 9 時 の 間 に 最 大 に 達し た . この 間 の 天候 は 曇 の 状態 が 続き . 照度 は 8 時 の 6.000 
lx が 最大 で あり , 気温 , BARC DS, それ ほど 上 昇 し て いな か っ た . 訪 花 し た 造花 の 色 は いく つか の 
例外 を 除い て , 赤 と 桃 色 に 集中 し て いた . 9 時 以降 は 造花 へ の 訪 花 回 数 は , 時 間 と と も に 減少 傾向 を 
示し た が , 9 時 30 分から 11 時 30 DOR Clit, 照度 が 上 昇 す る と 訪 花 回 数 が 減り , 照度 が 低下 する と 
訪 花 回 数 が 増え る と いう 関係 が 見 られ た (Fig. 5). 


11 時 30 分 か ら 14 時 まで は , 晴れ 間 が 広がっ た た め , 照度 , 気温 、 四 射 熱 が 上 昇 し た . この 間 の 人 造花 
へ の 訪 花 回 数 は 少な く , わずか 6 回 だ っ た が , その うち の 3 回 は 青い 造花 へ の 訪 花 活動 で あり , 午前 
中 の 選好 性 と は 異な っ て いた (y?=14.933> x? (1, 0.01)=6.635). 


14 時 以降 は 再び 雲 が 広がり , HARE, 気温 , 輸 射 熱 と も 下降 し た . 再び 訪 花 活動 が 活発 に な っ た が , 15 
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Fig. 1. Artificial flower circle for this experiment. . 
Figs 2-4. The color preference of three danaid butterflies. 2. Idea leuconoe. 3. Ideopsis 
similis. 4. Anosia genutia. 




















時 ご ろ 一 時 的 に 照度 が 上 昇 し た と き に は 造花 へ の 訪 花 回 数 が まっ た くく なくなっ た . 造花 の 色 に 対す る 
選好 性 は 午前 中 と 同様 , 赤 と 桃 色 が 中 心 だ っ た . 午後 の 造花 へ の 飛来 回 数 が 最大 と な っ た の は 15 時 
30 分 か ら 16 時 の 間 で あり , 午後 4 時 以後 は 造花 に 飛来 する 個体 は まっ た く な か っ た 


リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ 


リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ が 造花 へ 飛来 し た 回 数 は 3 種 の マダ ラチ ョ ウ の 中 で 最も 多く , 122 回 の 訪 
花 が 見 られ た . 推定 1 個体 当たり の 飛来 回 数 は 3.49 回 で , 3 種 の マダ ラチ ョ ウ の 中 で 最も 多かっ た . 
最初 の 個体 が 造花 に 飛来 し た の は , オオ ゴマ ダラ に 比べ る と か な り 遅 く 7 時 を 過ぎ て か ら だ っ た . Hi 
花 回 数 は 時 間 と と も に 増加 し , 9 時 30 分 か ら 10 時 に は 最初 の ピー ク に 達し た . FOB, 一 時 的 に 訪 
花 回 数 は 減少 し た も の の , 11 時 か ら 11 時 30 分 に は この 日 最大 の 訪 花 回 数 を 記録 し た . その 後 は , 時 
間 帯 に よる 多少 の 変動 は ある も の の , 時 間 の 経過 に 従っ て 訪 花 回 数 は 減少 し , 13 時 30 分 以降 は 造花 
へ の 飛来 が ほとん ど な く な っ た (Fig. 6). 
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Figs 5-7. 
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similis. 


The flower visiting activities of three danaid butterflies. 
5. Anosia genutia. 
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noe. 4. 


造花 の 色 に 対す る 選好 性 は . まっ た く 飛 来 し な か っ た 色 は な く , ほとん どの 時 間 帯 で 各色 の 造花 に 訪 


花 活動 が 見 られ た . 合計 で は 黄色 が 最も 多く 約 35% を 占め た . 


11% の 割合 で 続き , すみ れ が 最も 少な く 7.5% だ っ た (Fig. 3). 
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Fig.9. Relationship of flower visiting activities and radiant heat in three danaid butterflies. 


スジ グロ カバ マダ ラ 


スジ グロ カバ マダ ラ の 人 造花 へ の 飛来 回 数 は 3 種 の マダ ラチ ョ ウッ の 中 で 最も 少な く 30 回 だ っ た . 推定 1 
個体 当たり の 飛来 回 数 も 2.00 回 と な り , 3 種 の 中 で 最も 少な い . 最初 の 個体 が 造花 に 飛来 し た の は 
リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ グ ダラ より も さら に 遅く , 8 時 30 分 を 過ぎ て か ら だ っ た . その 後 , 10 時 か ら 12 
時 の 間 に 一 定 の 訪 花 活動 が あっ た . し か し , それ 以後 は 午後 13 時 30 分 過ぎ と 16 時 過ぎ に あっ た 他 
に は , まとまっ た だ 訪 花 活動 は 見 られ な か っ た . 最後 の 訪 花 活動 は 16 時 か ら 16 時 30 分 の 時 間 帯 で , 
この 時 間 帯 に 4 回 の 訪 花 が あっ た (Fig. 7). 


造花 の 色 に 対す る 選好 性 は , 黄色 と 赤 に 集中 し , この 2 色 で 73% を 占め た . また , すみ れ に 対し て は 
一 度 も 訪 花 活動 が 見 られ な か っ た (Fig. 4). 
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今回 の 観 侍 結果 を まとめ る と , 3 種類 の マダ ラチ ョ ウ に は 以下 の よう な 特徴 が 認め られ る . オオ ゴマ 
ダラ は 活動 の 開始 が 早い も の の , 午前 中 と 午後 の 2 回 の ピー ク を 持つ 双 峰 型 の 活動 性 を 示し た . リュ 
ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ は , オオ ゴマ ダラ より も 遅れ て 活動 を 開始 し , 午前 中 に ピー ク の ある 単 峰 型 の 
活動 性 を 示し た . これ に 対し て スジ グロ カバ マダ ラ は 活動 開始 が 最も 遅く , 午前 中 に 活動 の ピー ク が 
ある が , 午後 に も ある 程度 の 訪 花 活動 が 観察 され た (Figs 5-7). 


チョ ウ の 飛翔 活動 や 訪 花 活動 と 環境 条件 の 関係 に つい て は 多く の 報告 が あり , 活動 が 双 峰 型 と な る 例 
ELT, モン キチ ョ ウ (Tsubuki and Takizawa, 1996), クロ ツバ メシ ジミ (秋田 , 1979), イチ モン ジ 
セセリ (尾崎 ・ 山 下 , 1951) の 例 が 報告 きれ て いる . これ ら は いずれ も 夏季 の 高温 と 高 照度 に より 活動 
が 抑制 され た も の と 考え られ て いる . また , モン シロ チョ ウ の 飛翔 , 訪 花 活動 を 観察 し た 結果 , 活動 
の 活発 な 時 間 帯 は , 低温 に よっ て 抑制 され る 場合 は 午後 に , 高温 に よっ て 抑制 され る 場合 は 午前 中 に 
な り , さら に , 高温 に よる 抑制 が 極端 に な る と 双 峰 型 に な る こと が 報告 され て いる CAR, 1954). LA 
上 の こと と か ら , この 日 の オオ ゴマ ダラ の 訪 花 活動 は . 暑 さ を 避け 午前 中 と 午後 の 比較 的 涼し い 時 間 帯 
を 選ん で 訪 花 活動 を し て いた の で は な いか と 考え られ る . この こと は , 午前 中 と 午後 の 活動 時 間 帯 の 
中 で , 照度 が 上 が る と 訪 花 回 数 が 減り , 照度 が 下降 する と 訪 花 回 数 が 増え る と いう 関係 を 示し た こと 
か ら も 推測 で きる . 訪 花 回 数 と 四 射 熱 の 関係 か ら も , NMA L SE (30'C 以上 ) より も 低い と き 
(25°C 前 後 ) に 訪 花 回 数 が 多く (Fig.9), この チョ ウ の 活動 が 高温 に より 抑制 きれ た こと を 示唆 し て い 
2. また , リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ に つい て も , 高温 と 高 照度 に より 活動 が 抑制 され た 結果 と し て , 
活動 が 活発 な 時 間 帯 が 午前 中 に な っ た も の と 考え られ る . スジ グロ カバ マダ ラ に つい て は , 訪 花 回 数 
と 四 射 熱 の 関係 か ら , IADE L l (25C 前 後 ) より も 高い と き (30 で 以上 ) に 訪 花 回 数 が 多く 
な る 傾向 を 示し て いる (Fig.9). この こと か ら , スジ グロ カバ マダ ラ の 訪 花 活動 は オオ ゴマ ダラ や 
リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ に 比較 する と , 活動 開始 が 遅かっ た も の の , 高温 に よる 抑制 を 受け 難かっ 
だ の で は な いか と 考え られ る . し か し な が ら , チョ ウ の 活動 は 体内 時 計 な どの リズ ム が 背景 に ある 可 
能 性 も あり (柴田 ちら, 1997), この 日 の 造花 に 対す る 訪 花 活動 が 環境 条件 だ け に 支配 され て いた と は 限 
ら な い . 


造花 の 色 に 対す る 選好 性 は .。 オオ ゴマ ダラ は 赤 , 桃色 の 2 色 に 集中 し た (Fig.2). 12 時 か ら 14 時 まで 
の 時 間 帯 で は 青 に 対す る 割合 が 半数 を 占め て いた が , この 時 間 帯 は 訪 花 活動 の 活発 な 時 間 帯 と は 考え 
られ な い . その た め , この 時 間 帯 に 青 に 対す る 選好 性 が 高まっ た の は 何 か 別 の 要因 が ある の で は な い 
か と 思わ れる . 次 に スジ グロ カバ マダ ラ に つい て で ある が , この チョ ウ は 黄色 と 赤 の 2 つの 色 に 対 
する 訪 花 活動 が ほとん ど を 占め , この 2 つの 色 に 選好 性 が ある こと を 示し た (Fig 4. これ に 対し て 
リュ ウキ ュ ウ アサ ギ マ ダ ラ は , 黄色 に 対す る 選好 性 が 大 きい も の の , 他 の 色 に 対し て も ある 程度 の 訪 
花 が あり , オオ ゴマ ダラ や スジ グロ カバ マダ ラ に 比べ る と バラ ンス の と れ た 選好 性 を 示し た (Fig. 3). 
これ ら の 結果 に 対し て 2? 検定 を 行なう と , 7? =44.745> yx? (10, 0.01)=23.209 と な り , これ ら の マダ 
ラチ ョ ウ の 色 選 択 性 に は 違い が ある と いえ る . 

この よう に だ , 同じ マダ ラチ ョ ウ 科 の チョ ウ で ある これ ら 3 種類 の チョ ウ に も , 活動 開始 時 刻 , 高温 に 


ょ る 活動 の 抑制 , 色 に 対す る 選好 性 な ど に 差異 が 見 られ る こと は , これ ら の チョ ウ の 行動 や 生態 を 研 
究 す る 上 で 興味 深い 知見 に な る も の と 思わ れる . 
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Summary 


The flower visiting activities of Idea leuconoe, Ideopsis similis and Anosia genutia (Lepidoptera, 
Danaidae) to artificial flower were observed in the butterfly house. 


Artificial flowers of six colors were used in this experiment. The colors were red, pink, white, 
yellow, blue and violet. The flower visiting individuals and environmental factors were measured 
every 30 minutes. This experiment was executed from 5:00 to 18:30 on July 31, 1998. The 
weather was cloudy in the morning and afternoon, but fine between 11:30 and 14:00. 


The flower visiting activities of 7 leuconoe began after 5:00. Many flower visiting butterflies were 
observed from 8:00 to 8:30. But, few individuals were visiting the artificial flowers from 11 : 30 
to 14:00. After 14:00, butterflies increased once again. The peak of activities was observed twice, 
morning and afternoon. A bimodal type for diurnal activities of butterflies has been reported in 
a lot of cases. This was caused by high temperature inhibition of their activities. On this day, the 
number of flower visiting butterflies decreased when the light intensity was high, and the number of 
butterflies increased when light intensity was low. It is suggested that the flower visiting activity of 
7 leuconoe were depressed by environmental factors similarly to previous cases mentioned above. 
The color of flowers visited was concentrated on red and pink. It is probably unusual that the half 
the number of flowers visited were blue from 12:00 to 14:00. 


In 7 similis, flower visiting activities began after 7:00, later than I. leuconoe. Many butterflies 
visiting artificial flowers were observed before noon. The peak was 11:00 to 11:30. Then few 
individuals were observed after 13:30. The activities showed a unimodal peak from 11:00 to 
11:30. This was caused by environmental factors and the biological clock. The color preference 
was yellow but flower visiting activities were recognized for every other color. The butterflies visited 
yellow flowers at the all times during this day. 


The flower visiting activities of A. genutia began after 8:30, the latest of the three species of 
Danaidae. Generally, the activities were observed before noon, but sometimes the butterflies visited 
flowers in the afternoon. It is suggested that the flower visiting activities of A. genutia did not so 
decrease than in the other two species. The colors of flowers visited were concentrated in yellow 
and red. It is suggested that A. genutia has a two color preference. 
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